


第一 目安土城 祉 担 見寺コンサード

秩月0令書 ー秋の名月と筑前琵琶のゆ 5ベ ー

-趣旨
圃 日程

.プロフ ィール

音楽を通して潟、見寺と池えの交流を深め、近江 ・安土の発展を居買う

平成 27年 10月 25日 (日 )

17:00 開場

17:00-19:00 会場内にで軽食 ( 混ぜ ζ 飯 と豚 汁 )、飲料水を交換

19:00 開演

19・00 笛の演奏

19:10 筑前琵琶 「熊谷 と敦盛」田中旭泉

19・40 休憩

19:55 イ士券 「敦盛J 味方 玄

20:10 筑前琵琶 「大徳寺」 田中旭泉

20:40 終演

田中旭泉 (たなか さよくせん )

1970年 ヰ亀井にて出生。1976年琵琶の収集家であっ た祖父の影響を受け、矢吹M.i:孝美師匠に琵琶を習 い始め

る。 1992年矢吹師匠他界後、人間国宝 故 ・山崎旭苓師匠の直弟子となる。京都にでいづ美会を主宰。琵

琶奏者のを竜門といわれる 「第 30田琵琶楽コンク ーjレ」 にて長年少俊勝。文部大臣奨励賞、 日本放送協会会

長賞など受賞。1993年筑前琵琶橘i元日本橋会師範免状取得。1995年大阪文化祭奨励賞受賞。1999年フラ

ンス、 ドイツ公演 (NHKインタ ーナショナル・フランス日本文化会館・ドイツ日本文化会舘主催)0 2001年

拠点を京都から岐阜に移し 芸道の研錆を重ねる。2007年山崎旭卒師匠他界後、山下旭端師匠、箕浦旭戸師

匠に師事。

味方玄 (みかた しずか 〉

能楽 ・貌i!h.えシテ方。20日年重要無形文化財(総合)認、定。1966年 10月 8日京都にて能楽師 ・味方健の長

男とし て生まれる。弟に能楽師 ・味方図。 自らのキ土中である青峰会で謡 とイ士券を、 NHKえ化ゼンタ 一、国際

交流会信、同志社女子大学能楽部にても指導。師匠である片山幽雪師は重妥無形文化財保持者 (人間国宝)、

芸術院会員、片 山家総楽保存財団理事長等を務める能楽会の重鎮であり、味方の絶えなさ探求の良さ理解者

で もある。 また、味方の実家である十念寺は能を愛好した足利六代将卒義教の建立で能とはゆかりが深い。

十念寺のイ主戦であった祖父も能を愛した一人。母親は彼がおなかの中に L、るときも能を舞っ ていた とか・1

こうした環境は、幅広い活動の素地とな り、パ ックボー ンとなった。能におけるシテオは、通常の舞台でい

う演出家や舞台監督の役割も兼ね、時には大道具も作る。 さらに、も っと白由に独自 の舞台世界を創り 出す

ため、味方玄はテアト ル ・ノウ を主宰。第 l回目の公演は、 江戸 時代に大名や武家が能舞台 ではなく、自ら

の屋敷に客を招いてサロ ン的な雰囲気で演能を楽しんだ 「座敷能」 を再現し、 1996年十念寺で開催。 ろうそ

くやかがう火の九や風さえも効果的に演出された古風な形の能は、好評を博した。 また情報発信の為、総の

みかた くらぶ を発足。2006年に 「能への いさーないJ(淡交ヰ土)を出版 (2012年 ニ版発行)。 その後もテアトル・

ノウは回を重ね、2007年には、初の来京公演を実乳させた。

.説明 筑前琵琶 「熊谷と敦盛」約 30分 作詞犬塚通草 作曲初代橘旭宗

.言者注意

え厚手元年 (寿永三年)ニ月、 ーの谷の合戦は源氏方の大勝利 と決しました。熊谷直実はさらに功名を上げよ

うと須麿の渚に馬をすすめ、 立派な身なりの子家の武者を見つけます。大将宰と思しさ武者と 熊谷との一騎

打ち。熊谷に押さえつけられた式者の顔 を見れは¥まだ十六、七の美少年で した。熊谷は、武者と同年代の

実子が偲は‘れで、 命を奪う こと がためらわれ、見逃そうと思います。 しかし、背後から源氏の享勢が近づい

てさており、泣く泣く首を授さ斬るので した。若さ武者の名前は、平敦盛。鎧のうちからは「小枝Jと呼は‘

れる笛が出てき ました。忠、えば昨夜、熊谷が聞き惚 れた 笛の音色は、敦盛が奏 していたのでした。

筑前琵琶「大徳寺」 約 30分作詞菅谷秋水 作 曲 初 代 橘 旭 宗

織田信長のi阜善j去妥が、紫野大徳寺にて執り行われ ました。月寿家が北畠信雄、神戸信孝に向かい沈香を勧め

たそ のとき、 豊臣秀吉が幼少の三法師九を抱え況れ、 織田家ニイミの 当主は、三法師九であると主張します。「え

老であっても、主君信長の敵対ち に一矢もむくいぬ腰抜けは御霊前にわがられよJと秀吉にののしられた勝

家は、刀 の柄に手を かけま すが、すでに者~は嵯峨、 A合同や底峯、来寺鳥羽 のあたりま で、秀吉 の宰に取り図 まれ、

見事家は誌の鳥、秀吉のカの言すには及びませんでした。

-夜間のため、伝宣臣秀吉邸跡、より 上は、大変危険です。会場以タトの立ち入 りは ご遠慮く ださ い。

.;6垣 ・草むらなどには、マムシなどの危険動物が潜んでいる場合がありますので、むやみに立ち入ったり、

手を入れたりしないで くだ さい。

・雨天の場合は、 総見寺本堂にで開催いた します。 その際には ご案内中し上げますので、指示にしたがっ て

行動し て ください。(ただいこ の場合以タ卜は抱え寺への入場は ご遠足、ください。)

・イ云萱臣秀吉邸跡付近にはトイレがあ りませ ん。事前にお済ませください。

・軽食 ・飲料の引き換えは開演(19:00)までです。 その後の引 き換 えは無効とな ります。


